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古
事
記
伝
浄
書
再
稿
本
四
之
巻
の
成
立
に
つ
い
て

》
ω
9
身
o
h
霞
き
ロ
8
「
冒
ω
o
h
国
o
U
匿
α
9
（
H
）

は
じ
め
に

　
本
居
宣
長
の
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
古
事
記
伝
に
は
、
刊
本
以
外
に
、
草

稿
本
、
浄
書
再
稿
本
（
以
下
、
再
稿
本
と
称
す
る
）
な
ど
の
自
筆
稿
本
が
の
こ

　
　
　
　
（
1
）

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
再
稿
本
は
た
ん
ね
ん
な
推
敲
の
跡
を
と
ど
め
る
が
、
推

敲
の
途
中
に
写
さ
れ
た
写
本
も
各
種
の
こ
さ
れ
て
い
て
、
古
事
記
伝
と
い
う

著
作
の
完
成
へ
い
た
る
過
程
を
か
な
り
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
全
四
四
巻
の
内
の
大
半
の
巻
に
つ
い
て
は
　
　
草
稿
本
や
再
稿

本
の
中
の
日
付
に
よ
っ
て
　
　
そ
の
成
立
時
点
も
判
明
し
て
い
る
程
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
が
古
事
記
伝
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
は
、
成
立
時
期
が
判
明
し
て

い
な
い
。
こ
の
稿
は
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
　
葉
　
真
　
也

　
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
記
伝
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
の
成
立
は
、
明
和

六
年
一
二
月
以
後
、
七
年
九
月
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
筑
摩
版
の
本
居
宣
長
全
集
第
九
事
業
解
題
に
「
原
稿
の
作
成
、
版
下
の
出

来
上
り
、
印
刷
売
本
の
出
来
上
り
な
ど
の
一
覧
表
」
（
以
下
コ
覧
表
」
と
略
称
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
刊
本
1
か
ら
刊
本
7
あ
た
り
ま
で
、
必
要
な

範
囲
で
引
用
す
る
。

四 三 二 一 三
三
巻
次

明
和 起

元
年
①

稿

明
和
四
・
五

脱
稿

二
六
④

明 明 明

和 和 和 三

四 四 八

六 五 一

書

○ 三

二 九
五 ③ 九
⑤ ②
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七 六 五 記
伝
巻
次

起

稿

明

和 脱
八

一

稿

二
月

⑥

明

和 浄
九

先
書

終

八
⑦

　
通
説
を
示
す
つ
も
り
で
こ
の
表
を
引
い
た
の
だ
が
、
刊
本
1
か
ら
刊
本
4

ま
で
の
起
稿
・
脱
稿
・
浄
書
終
了
の
時
期
に
つ
い
て
は
岩
田
隆
が
指
摘
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

よ
う
に
、
再
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
扱
お
う

と
し
て
い
る
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
に
関
し
て
は
、
奥
書
も
な
け
れ
ば
、
通

説
と
い
う
べ
き
も
の
も
な
く
、
そ
の
意
味
で
話
は
簡
単
で
あ
る
。

書
簡
類
に
お
け
る
言
及

　
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
に
は
宣
長
に
よ
る
奥
書
は
な
い
。
た
だ
し
、
谷
川

士
清
の
女
婿
、
蓬
莱
（
荒
木
田
）
尚
賢
（
瓠
形
）
の
書
写
し
た
も
の
が
、
神
宮

文
庫
に
収
め
ら
れ
、
「
安
永
四
年
乙
未
八
月
二
十
九
日
以
本
居
氏
稿
本
謄
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墨
附
五
十
有
三
張
　
荒
木
田
尚
賢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
尚
賢
の
筆
写
以
前

に
こ
の
巻
が
出
来
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
先
は
書
簡
な
ど

の
記
伝
外
部
の
資
料
と
、
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
の
内
容
の
二
方
面
か
ら
接

近
す
る
ほ
か
は
な
い
。
宣
長
の
書
簡
と
来
簡
は
全
集
第
一
七
巻
と
別
巻
三
に

収
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
明
和
年
間
の
も
の
は
僅
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

と
も
か
く
、
書
簡
の
中
で
こ
の
巻
の
成
立
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
を
一
瞥
し

て
お
こ
う
。

　
明
和
八
年
十
一
月
二
日
付
の
谷
川
士
清
宛
書
簡
と
、
安
永
三
年
正
月
十
八

日
の
宣
長
宛
士
清
書
簡
、
さ
ら
に
安
永
四
年
某
月
某
日
付
宣
長
宛
蓬
莱
尚
賢

書
簡
が
、
記
伝
再
稿
本
4
（
刊
本
5
）
の
成
立
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
で
あ

る
。
な
お
書
簡
中
の
巻
数
は
刊
本
で
は
な
く
再
稿
本
の
巻
数
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
明
和
八
年
十
一
月
二
日
付
の
谷
川
士
清
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　
し
ろ
こ
の
村
田
七
右
衛
門
と
い
ふ
人
、
岡
部
を
ち
が
祝
詞
考
も
て
る
よ

　
　
し
、
此
の
人
の
名
か
ね
て
も
聞
き
し
事
は
侍
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
し
る

　
　
人
に
は
侍
ら
ず
、
い
か
で
か
の
考
か
り
て
給
は
れ
か
し
、
ま
う
が
古
事

　
　
記
伝
見
ま
ほ
し
か
る
よ
し
、
こ
は
五
の
巻
ち
か
き
ほ
ど
に
か
き
を
へ
侍

　
　
り
て
、
君
に
見
せ
奉
ら
ん
、
そ
を
や
が
て
か
し
こ
へ
も
見
せ
て
ん
と
思

　
　
ひ
侍
る
、
四
の
巻
迄
は
、
此
程
は
な
ち
が
た
き
事
侍
る
故
に
か
く
な
ん

　
再
稿
本
4
ま
で
の
原
形
が
存
在
し
、
何
ら
か
の
理
由
で
手
元
に
お
い
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
る
。
「
は
な
ち
が
た
き
事
」
と
は

何
で
あ
る
か
、
書
簡
の
記
述
か
ら
は
知
り
得
な
い
。
だ
が
、
稿
本
類
に
あ
た

っ
て
み
る
と
、
宣
長
は
浄
書
を
終
え
て
完
成
し
た
原
稿
に
、
た
ん
ね
ん
な
推

敲
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
は
な
ち
が
た
き
事
」
は
補
筆
訂
正

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
安
永
三
年
の
士
清
書
簡

　
　
活
板
和
名
抄
御
返
却
落
手
仕
候
、
古
事
記
伝
四
巻
御
終
業
候
ハ
ハ
拝
借

　
　
仕
度
候
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千葉真也

こ
の
時
点
で
も
再
稿
本
4
は
完
成
し
て
い
な
い
。

　
最
後
に
安
永
四
年
某
月
某
日
と
推
定
さ
れ
る
尚
賢
書
簡

　
　
古
事
記
伝
第
三

　
　
天
浮
橋
…

　
　
第
四

　
　
聖
子
戸
…
石
上
船
…
尿
…

　
　
知
詞
嶋
筑
前
、
肥
前
ノ
サ
カ
ヒ
ト
覚
ユ
ル
所
ヨ
リ
チ
カ
ノ
嶋
チ
フ
モ

　
　
ノ
、
道
の
右
に
は
な
れ
た
る
嶋
あ
り
、
こ
を
い
ふ
よ
し
、
其
あ
た
り
は

　
　
い
へ
り
、
い
か
に
そ
や

　
蓬
莱
尚
賢
は
安
永
二
年
か
ら
古
事
記
伝
の
筆
写
を
行
っ
て
い
た
。
「
第
四
」

を
写
し
終
え
た
の
は
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
安
永
四
年
八
月
二
十
九
日
、
「
古

事
記
伝
第
三
」
の
書
写
は
そ
の
年
の
五
月
十
三
日
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
そ

の
あ
た
り
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
賢
が
知
覧
嶋
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

の
が
、
再
稿
本
4
の
二
五
丁
頭
書
に
「
今
筑
前
肥
前
ノ
堺
ア
タ
リ
ヨ
リ
北
ノ

海
中
ニ
チ
カ
ノ
嶋
ト
云
島
ア
リ
ト
云
イ
カ
・
」
と
い
う
形
で
引
か
れ
、
そ
の

頭
書
は
、
や
が
て
刊
本
に
も
採
用
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て
、
明
和
八
年
十
一
月
二
日
以
前
に
こ
の
巻

の
原
形
が
成
立
し
、
そ
れ
に
推
敲
を
加
え
て
、
一
応
の
完
成
を
見
た
の
は
、

安
永
四
年
八
月
二
十
九
日
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
こ

と
な
ら
－
明
和
八
年
以
前
に
原
形
が
成
立
し
た
　
　
、
ほ
と
ん
ど
資
料
に

あ
た
る
必
要
も
な
い
。
六
之
巻
（
再
稿
本
5
）
は
明
和
八
年
十
二
月
十
日
の

直
前
に
浄
書
を
終
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
再
稿
本
4
が
成
立
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
に
見
当
の
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

記
伝
他
巻
か
ら
の
言
及

　
古
事
記
伝
の
各
巻
は
、
か
な
り
の
頻
度
で
ほ
か
の
巻
に
言
及
す
る
。
そ
れ

は
最
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
場
合
と
、
頭
書
や
訂
正
と
い
う
形
式
で
、
原
形

の
成
立
し
た
後
に
補
わ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
参
照
を

指
示
さ
れ
て
い
る
巻
よ
り
は
後
に
、
そ
の
巻
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
甲
之
巻
の
原
形
の
中
に
乙
之
巻
に
対
す
る
言
及
が
あ
れ
ば
、
甲
之
巻

が
乙
之
巻
の
あ
と
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
そ
れ
が
頭
書

等
で
あ
る
な
ら
ば
、
随
喜
巻
が
乙
甲
巻
に
先
行
し
た
可
能
性
も
、
乙
革
巻
が

甲
之
巻
に
先
行
し
た
可
能
性
も
、
共
に
存
在
し
て
、
前
後
関
係
は
定
め
難
い
。

し
か
し
、
甲
之
巻
の
中
に
い
く
つ
か
乙
之
巻
に
対
す
る
言
及
が
あ
っ
て
、
い

ず
れ
も
頭
書
や
補
筆
の
形
で
あ
っ
た
場
合
は
、
乙
之
巻
の
成
立
は
甲
之
巻
よ

り
も
後
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
記
伝
の
場
合
、
原
形
の
成
立
と
い
っ
て
も
、
複
数
の
段
階
を
考

え
る
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
言
及
の
し
か
た
も
か
な
り
錯
綜
し
た
様
相
を

呈
す
る
。
巻
々
の
関
係
は
、
「
お
お
む
ね
」
と
い
う
修
飾
付
で
推
測
さ
れ
る

に
過
ぎ
な
い
が
、
多
少
は
我
々
を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
再
稿
本

4
（
刊
本
5
）
へ
の
言
及
を
拾
い
出
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
再
稿
本
4
以
前
の
巻
で
次
の
例
が
あ
る
が
再
稿
本
原
形
に
は
見
え
な

い
。
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凡
て
神
名
に
、
某
豆
知
と
云
多
し
、
其
義
は
野
椎
神
の
下
【
伝
五
の
四

　
　
十
五
葉
】
に
云
べ
し
（
刊
本
3
・
三
〇
）

次
に
再
稿
本
5
以
後
の
例

　
　
さ
て
此
国
名
（
日
向
）
は
、
書
紀
推
古
巻
の
大
御
歌
に
辟
雲
上
【
武
は

　
　
必
ズ
牟
の
仮
字
な
り
、
】
と
あ
れ
ば
、
古
は
字
の
如
く
如
此
唱
へ
し
な

　
　
り
、
…
か
く
名
け
た
る
由
は
、
下
行
紀
に
見
え
て
、
伝
五
巻
【
十
三
葉
】

　
　
に
走
る
が
如
し
（
刊
本
6
・
四
二
）

こ
の
例
は
鈴
芳
墨
5
の
五
七
丁
の
後
の
附
箋
に
あ
り
、
五
七
丁
ウ
の
頭
書
に

は
「
日
向
国
の
事
こ
Σ
に
云
べ
し
伝
三
四
の
十
二
丁
ウ
に
あ
り
」
と
あ
る
。

「
伝
旧
注
」
と
は
記
伝
の
、
刊
本
で
は
巻
次
が
五
之
巻
と
な
る
再
稿
本
4
を

指
し
て
お
り
、
鈴
上
本
で
「
四
の
十
二
丁
ウ
」
に
は
、
書
紀
の
推
古
天
皇
の

條
や
景
行
天
皇
の
條
を
引
用
し
た
記
述
が
＝
一
丁
ウ
か
ら
＝
二
丁
オ
に
か
け

て
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
土
二
本
に
も
刊
本
に
も
「
四
の
十
二
丁
ウ
」
を
指

示
し
た
記
述
は
な
い
。
指
示
に
し
た
が
っ
て
前
記
の
附
箋
が
挿
入
さ
れ
て
、

版
下
の
原
稿
が
で
き
、
そ
の
時
点
で
頭
書
は
無
用
と
な
る
の
で
刊
本
に
こ
の

頭
書
は
入
ら
な
い
。
ま
た
、
頭
書
は
宣
長
が
記
伝
の
巻
次
を
改
め
た
天
明
五

年
以
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
安
永
九
年
に
尚
賢
本
を
写
し
た
榎
津
本

に
見
え
る
は
ず
も
な
い
。

　
　
書
紀
に
は
大
禍
津
日
は
無
し
、
又
の
一
書
に
大
綾
津
日
神
あ
り
、
…
阿

　
　
夜
と
麻
賀
と
同
き
西
前
に
云
り
、
【
伝
五
の
計
四
葉
】
（
刊
本
6
・
五
七
）

相
当
す
る
記
述
が
再
稿
本
6
の
五
丁
に
存
在
す
る
。

　
　
書
紀
に
は
大
禍
津
日
は
無
し
又
の
一
書
に
大
綾
廿
日
神
あ
り
阿
夜
と
麻

　
　
賀
と
同
き
由
前
に
猛
り
【
伝
四
の
計
一
丁
】

刊
本
に
【
伝
五
の
計
四
葉
】
と
あ
る
の
が
【
伝
四
の
岩
一
丁
】
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
違
い
は
な
い
。
再
稿
本
4
の
原
形
は
、
再
稿
本
6
に
先
行
す
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
伊
豆
能
五
聖
…
前
に
出
た
る
速
秋
津
日
子
日
女
二
黒
は
此
神
な
り
と
、

　
　
彼
所
【
伝
五
の
光
二
葉
三
十
七
葉
】
に
其
由
を
云
り
（
刊
本
6
・
六
一
）

再
稿
本
6
の
八
丁
に
、
こ
れ
に
あ
た
る
記
述
が
あ
る
が
、
【
伝
五
の
光
二
葉

三
十
七
葉
】
は
鈴
屋
本
で
は
頭
書
、
土
満
本
で
は
補
筆
で
あ
り
、
単
に
「
彼

所
」
と
あ
る
の
が
も
と
の
形
で
あ
る
。

　
　
書
紀
に
は
此
神
な
し
、
然
る
故
は
、
中
之
国
命
を
一
書
に
赤
土
命
と
あ

　
　
る
を
、
此
手
に
当
た
る
一
の
伝
な
り
、
…
空
事
上
【
伝
五
の
光
一
葉
三

　
　
十
二
葉
】
に
も
云
り
、
（
刊
本
6
・
六
二
）

相
当
す
る
記
述
が
再
稿
本
の
原
形
に
あ
る
（
再
稿
本
6
・
一
一
）
。
刊
本
で
【
二

五
の
光
一
葉
三
十
二
葉
】
と
あ
る
の
が
【
伝
四
の
廿
九
丁
三
十
四
丁
】
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
違
い
は
な
い
。

　
以
下
、
再
稿
本
4
に
対
す
る
言
及
が
散
見
す
る
。
再
稿
本
と
刊
本
の
本
文

を
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
○
綿
津
見
の
こ
と
は
既
に
【
伝
四
の
光
三
丁
】
居
り
（
再
稿
本
6
・
↓
二
）

　
　
綿
津
見
の
こ
と
は
、
上
【
伝
五
の
計
六
葉
】
に
理
り
（
刊
本
6
・
六
五
）

　
○
筒
之
男
…
筒
は
都
知
と
窪
き
言
上
【
伝
四
の
商
号
】
に
既
に
云
り
（
再

　
　
稿
本
6
・
一
六
）

　
　
筒
之
男
…
筒
は
都
知
と
同
き
由
上
【
伝
五
の
光
三
葉
】
に
既
に
云
り
（
刊
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本
6
・
七
〇
）

　
○
さ
て
其
都
は
例
の
之
に
通
ふ
助
辞
知
は
男
の
称
名
也
温
州
い
と
多
し
上

　
　
野
椎
神
の
所
に
云
り
（
再
稿
本
6
・
一
六
）

　
　
さ
て
其
都
は
例
の
之
に
通
ふ
助
辞
、
知
は
男
の
称
名
な
り
、
半
面
い
と

　
　
多
し
、
上
野
尊
神
の
所
【
伝
五
の
四
十
五
六
葉
】
に
云
り
、
（
刊
本
6
・

　
　
七
〇
）

　
○
上
件
十
一
神
の
事
上
の
大
事
忍
男
神
以
下
十
柱
の
所
【
伝
四
の
廿
七
丁
】

　
　
と
考
合
べ
し
（
再
稿
本
6
・
一
六
）

　
　
上
件
十
一
神
の
こ
と
、
上
の
大
事
忍
男
神
以
下
四
神
の
所
【
伝
五
の
光

　
　
一
葉
】
と
考
合
す
べ
し
、
（
刊
本
6
・
七
こ

　
○
神
夜
良
比
ホ
云
々
神
は
凡
て
神
之
上
の
事
に
雪
意
語
に
て
上
【
伝
四
】

　
　
に
見
ゆ
（
再
稿
本
6
・
四
三
）

　
　
神
夜
良
比
爾
云
々
、
神
と
は
凡
て
神
之
上
の
事
に
多
く
富
江
詞
に
て
上

　
　
【
伝
記
の
六
十
一
葉
】
に
見
ゆ
、
（
刊
本
7
・
二
六
）

　
○
忍
穂
耳
は
美
称
也
忍
の
意
は
上
の
慰
撫
呂
別
の
所
【
伝
四
の
八
葉
】
に

　
　
云
り
（
再
稿
本
6
・
六
七
）

　
　
忍
穂
耳
は
、
大
々
耳
に
て
美
称
な
り
、
忍
の
大
な
る
こ
と
は
、
上
の
忍

　
　
許
呂
別
の
所
【
翠
黛
の
八
葉
】
に
起
り
、
（
刊
本
7
・
五
三
）

　
最
後
の
例
は
、
再
稿
本
と
刊
本
で
内
容
上
の
違
い
が
あ
る
。
「
忍
」
イ
コ
ー

ル
「
大
」
と
い
う
記
述
が
刊
本
に
あ
っ
て
再
稿
本
に
は
欠
け
て
い
る
が
、
再

稿
本
4
の
八
丁
を
見
る
と
そ
の
理
由
が
判
明
す
る
。
そ
こ
に
は
「
忍
は
凡
て

名
に
多
き
語
也
押
と
も
書
り
此
字
の
意
也
当
字
は
押
へ
忍
こ
Σ
う
に
て
書
れ

ど
も
此
字
の
意
に
は
非
ず
勇
武
の
物
を
押
し
の
ぐ
意
に
て
称
る
言
と
見
ゆ
」

と
あ
っ
て
、
「
忍
」
と
「
大
」
と
の
関
係
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
再
稿
本

の
忍
穂
耳
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
。

　
以
上
の
例
が
示
す
よ
う
に
再
稿
本
6
に
お
け
る
再
稿
本
4
へ
の
言
及
は
最

初
か
ら
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
再
稿
本
4
は
、
明
和
九
年
九
月
八
日
に
浄
書

の
終
っ
た
再
稿
本
6
に
先
行
す
る
。
こ
れ
は
書
簡
か
ら
の
推
測
と
矛
盾
し
な

い
。

再
稿
本
に
お
け
る
万
葉
考
と
新
撰
字
鏡
の
引
用

　
再
稿
本
4
に
関
す
る
推
測
は
、
明
和
八
年
十
二
月
以
前
の
成
立
と
い
う
常

識
的
な
結
論
に
と
ど
ま
る
。
も
う
少
し
限
定
す
る
た
め
に
再
稿
本
4
の
内
部

に
ふ
み
こ
ん
で
み
た
い
。

　
あ
る
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
、
そ
の
本
を
宣
長
が
入

手
し
た
り
し
て
目
を
通
し
た
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幸
い
宣
長
に

つ
い
て
は
書
物
の
購
入
、
書
写
、
校
合
な
ど
の
時
期
に
関
し
て
、
か
な
り
は

っ
き
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
、
引
用
書
に
よ
っ
て
執
筆
時
期
を
限
定
す
る
こ

と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
宝
暦
か
ら
明
和
に
か
け
て
の
書
物
に
つ
い
て
の
記

事
を
、
本
居
宣
長
年
譜
（
岩
田
隆
編
　
本
居
宣
長
全
集
別
巻
三
所
収
）
か
ら

必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
抜
き
出
し
て
み
る
。

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
丁
番
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〇
五
月
九
日
　
手
沢
本
万
葉
集
二
十
巻
二
十
冊
書
入
全
部
了

　
　
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
壬
午

〇
二
月
　
冠
辞
考
十
冊
購
求

　
　
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
己
丑

〇
四
月
　
万
葉
仙
覚
書
二
十
冊
購
求

〇
十
二
月
　
万
葉
考
三
冊
購
求

　
　
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
庚
寅

〇
九
月
二
十
九
日
　
新
撰
字
鏡
書
写

　
刊
本
5
の
五
丁
に
、
万
葉
集
か
ら
次
の
よ
う
な
引
用
が
あ
る
。

　
　
万
葉
二
【
四
十
一
丁
】
に
、
讃
岐
国
者
云
々
、
天
地
、
日
月
與
共
、
満

　
　
将
行
、
神
威
御
面
（
サ
ヌ
ギ
ノ
ク
ニ
ハ
…
…
ア
メ
ツ
チ
ツ
キ
ヒ
ト
ト
モ

　
　
ニ
タ
リ
ユ
カ
ム
カ
ミ
ノ
ミ
オ
モ
）
と
よ
め
る
は
、
此
処
を
思
へ
る
な
り
、

　
万
葉
集
の
本
文
に
は
と
く
に
問
題
が
な
い
の
で
、
再
稿
本
4
・
万
葉
集
寛

永
版
本
・
冠
辞
考
・
万
葉
考
か
ら
訓
だ
け
を
引
く
。

　
　
サ
ヌ
キ
ノ
ク
ニ
ハ
…
ア
メ
ツ
チ
ツ
キ
ヒ
ト
ト
モ
ニ
タ
リ
ユ
カ
ン
カ
ミ
ノ

　
　
ミ
オ
モ
（
再
興
叡
4
・
五
）

　
　
サ
ヌ
キ
ノ
ク
ニ
ハ
…
ア
メ
ツ
チ
ノ
ヒ
ツ
キ
ト
ト
モ
ニ
ミ
チ
ユ
カ
ム
カ
ミ

　
　
ノ
ミ
オ
モ
（
万
葉
集
寛
永
版
本
）

　
　
ア
メ
ツ
チ
ノ
ヒ
ツ
キ
ト
ト
モ
ニ
タ
リ
ユ
カ
ン
カ
ミ
ノ
ミ
オ
モ
（
冠
辞
考

　
　
「
も
ち
つ
き
の
」
の
項
）

　
　
サ
ヌ
キ
ノ
ク
ニ
ハ
…
ア
メ
ツ
チ
ツ
キ
ヒ
ト
ト
モ
ニ
タ
リ
ユ
カ
ム
カ
ミ
ノ

　
　
ミ
オ
モ
（
万
葉
考
）

「
タ
リ
ユ
カ
ン
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
は
冠
辞
考
と
一
致
す
る
が
、
そ
れ
以

外
は
万
葉
考
の
訓
に
ひ
と
し
い
。
宣
長
手
沢
の
万
葉
集
寛
永
版
本
は
「
日
月
」

の
傍
に
「
ツ
キ
ヒ
　
師
」
、
「
満
」
の
傍
に
「
タ
リ
　
師
」
と
、
こ
れ
ら
の
訓

が
真
淵
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
宣
長
の
書
き
入
れ
ば
、
真
淵

説
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
独
自
に
そ
の
説
を
獲
得
し
た
と
思
わ
れ

る
も
の
も
あ
っ
て
、
何
に
よ
っ
た
か
ど
う
か
判
別
の
難
し
い
も
の
が
多
い
。

だ
が
、
こ
こ
に
関
し
て
は
、
真
淵
の
説
に
よ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
宣

長
は
早
く
か
ら
冠
辞
考
に
よ
っ
て
真
淵
の
説
に
触
れ
て
い
る
が
、
冠
辞
考
の

「
ア
メ
ツ
チ
ノ
」
　
・
「
ヒ
ツ
キ
」
と
い
う
訓
を
見
れ
ば
、
こ
こ
で
宣
長
の
よ

っ
て
い
る
「
師
」
の
説
は
冠
辞
考
で
は
な
く
て
、
万
葉
考
の
も
の
で
あ
る
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。
再
稿
本
4
は
、
宣
長
が
万
葉
考
を
購
入
し
た
明
和
六
年

の
十
二
月
以
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
刊
本
5
の
五
七
丁
に
新
撰
字
溝
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
波
遭
夜
須
毘
古
神
、
波
遍
夜
須
隠
詞
神
、
名
義
は
二
軸
（
ハ
ニ
ネ
ヤ
ス
）

　
　
な
り
、
二
親
に
、
挺
上
作
払
物
也
禰
也
須
と
あ
り
、
【
か
ら
ぶ
み
尚
書

　
　
禺
貢
に
、
腋
土
赤
埴
墳
と
あ
る
埴
を
、
古
訓
に
順
延
と
あ
り
、
史
記
も

　
　
同
じ
、
…
…
】

再
稿
本
に
は

　
　
波
迩
夜
須
は
埴
填
て
ふ
意
【
か
ら
ぶ
み
尚
書
六
斎
に
、
…
…
】
（
再
稿
本

　
　
4
・
五
四
）

と
あ
っ
て
、
頭
書
に
「
字
鏡
に
、
挺
謂
作
泥
物
也
祢
也
須
と
あ
り
」
と
補
わ
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千葉真也
れ
て
い
る
。
新
撰
字
鏡
は
明
和
七
年
九
月
に
写
さ
れ
て
い
る
が
、
頭
書
な
ど

で
補
わ
れ
て
い
る
場
合
、
原
形
執
筆
の
時
点
で
そ
の
資
料
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
資
料
を
持
っ
て
い
て
も
、
後
に
な
っ
て
参
照
し
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
だ
か
ら
こ
れ
だ
け
で
は
何
を
言
え
る
わ
け
で
も
な

い
。

　
し
か
し
、
同
じ
よ
う
に
新
撰
字
鏡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
成
立
時
期
に
関
す
る
推
測
が
多
少
は
可
能
に
な
る
。

　
刊
本
で
五
之
巻
の
六
五
丁
、
伊
邪
那
美
命
の
死
を
悲
し
む
虚
言
那
岐
命
が

「
飼
旬
御
吉
方
、
艶
話
御
足
方
」
す
る
所
に
つ
い
て
、
至
論
は
次
の
よ
う
に

記
す
。

　
　
飼
旬
は
、
記
中
に
た
ゴ
波
布
と
訓
べ
き
所
も
あ
れ
ど
、
此
は
波
良
婆
比

　
　
と
忍
べ
し
、
…
新
撰
指
墨
に
、
飼
飼
空
也
、
波
良
波
比
由
久
、
霊
異
記

　
　
に
、
飼
旬
波
良
否
々
な
ど
あ
り
、

　
こ
の
あ
た
り
は
刊
本
と
再
稿
本
で
区
切
り
が
ず
れ
て
い
て
、
再
稿
本
5
の

は
じ
め
の
方
に
該
当
す
る
記
述
が
あ
る
。

　
　
葡
旬
は
此
巻
の
末
又
中
巻
な
る
は
た
ゴ
波
布
と
訓
ぺ
け
れ
ど
此
は
波
良

　
　
婆
比
と
訓
べ
し
、
…
新
撰
字
鏡
に
葡
葡
旬
也
波
良
波
比
由
久
と
あ
り
（
再

　
　
稿
本
5
・
三
）

新
撰
字
鏡
は
初
め
か
ら
書
き
込
ま
れ
、
霊
異
記
は
頭
書
で
補
わ
れ
て
い
る
。

再
稿
本
5
の
成
立
は
明
和
八
年
一
二
月
一
〇
B
を
そ
れ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
巻
頭
に
近
い
こ
の
部
分
に
新
撰
字
鏡
が
最
初
か
ら
引

か
れ
て
い
る
の
で
、
再
稿
本
5
の
起
稿
は
明
和
七
年
九
月
以
後
と
い
う
こ
と

も
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。
再
稿
本
5
で
新
撰
字
鏡
が
引
か
れ
て
い
る
箇
所
を

次
に
掲
げ
る
。
刊
本
は
当
該
箇
所
の
所
在
だ
け
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
自
殿
騰
戸
こ
の
騰
字
…
延
完
本
に
は
縢
戸
と
作
て
久
美
度
と
妊
り
…
こ

　
　
Σ
は
久
美
度
を
云
べ
き
所
に
非
ず
　
頭
書
　
新
撰
字
鏡
に
條
組
也
久
弥

　
　
と
あ
れ
ば
久
美
と
は
訓
ぺ
け
れ
ど
な
ほ
非
な
り
（
再
稿
本
5
・
二
一
二
刊

　
　
本
6
・
五
）

　
　
男
柱
は
書
紀
に
雄
偉
と
あ
り
…
新
撰
字
鏡
に
論
調
橋
梁
之
左
右
之
柱
乎

　
　
止
古
柱
と
あ
り
（
再
稿
本
5
・
三
〇
刊
本
6
・
一
二
）

　
　
志
士
は
植
字
を
訓
来
れ
り
…
【
和
名
抄
に
は
胆
を
波
訳
詩
古
と
あ
り
て

　
　
宇
士
て
ふ
訓
は
な
し
胆
と
蛆
と
は
通
ふ
】
字
鏡
に
は
蛤
を
宇
自
と
あ
り

（
再
稿
本
5
・
三
一
　
刊
本
6
・
＝
二
）

見
畏
は
見
て
畏
む
也
…
歯
鏡
に
悸
を
怪
也
と
注
し
加
志
古
前
と
も
於
曽

留
と
も
あ
り
又
忙
伯
を
於
比
由
と
も
於
豆
と
も
あ
り
（
再
稿
本
5
・
三
五

刊
本
6
・
一
八
）

黒
御
髭
す
べ
て
加
豆
良
に
三
の
品
あ
り
…
忍
冬
も
字
鏡
に
は
須
比
湿
良

と
あ
り
（
再
稿
本
5
⊥
三
門
刊
本
6
・
一
九
）

箏
は
字
鏡
に
無
賃
多
加
牟
奈
和
名
抄
に
筍
製
作
箏
和
名
太
加
無
理
と
あ

り
（
再
稿
本
5
・
＝
天
刊
本
6
・
二
一
）

絞
は
翼
鏡
に
童
謡
也
経
塁
塞
比
留
と
あ
り
頚
を
し
め
て
殺
す
を
云
（
再

稿
本
5
・
四
八
　
刊
本
6
・
三
一
）

御
撰
字
鏡
に
揮
棍
暉
口
大
黒
と
注
し
志
太
音
波
加
万
と
云
ひ
和
名
抄
に

袴
八
賀
萬
岩
鼻
万
黒
毛
能
一
云
誤
比
佐
岐
毛
乃
と
閉
り
（
再
稿
本
5
・
六
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三
　
刊
本
6
・
四
九
）

　
　
御
冠
…
字
鏡
に
は
…
加
々
保
利
…
首
服
也
頭
巾
也
比
太
比
乃
加
々
保
利

　
　
と
云
り
…
さ
て
和
名
抄
に
…
（
再
稿
本
5
・
六
四
刊
本
6
・
五
〇
）

新
撰
字
鏡
は
大
部
分
、
最
初
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
新
撰
無
量
は
辞
書
で

あ
る
か
ら
、
文
字
の
訓
を
調
べ
た
り
、
音
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
言
葉
の
語
義

を
調
べ
た
り
す
る
一
当
て
ら
れ
る
漢
字
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

一
時
に
は
、
ま
ず
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
再
稿
本
5
で
、
後
に
補

わ
れ
て
い
る
の
は
「
草
戸
」
に
つ
い
て
述
べ
た
一
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
は

宣
長
の
否
定
す
る
延
佳
節
の
根
拠
で
あ
り
、
最
初
に
は
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ

た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
か
は
、
引
用
す
べ
き
と
こ
ろ
は
初
め

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
再
稿
本
4
の
例
は
、
語
義
の
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
、
可
能
な
ら
最
初
か

ら
引
用
し
た
は
ず
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
か
な
か
っ
た
の
は
、
新
撰
字
鏡
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
私
は
思
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
一
例
だ
け

で
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
。
だ
が
、
再
稿
本
4
以
前
の
巻
に
は
、
再
稿
本
5

以
後
で
あ
れ
ば
引
用
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
、
新
撰
字
鏡
に
触
れ
て
い
な

い
例
が
、
や
や
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
再
稿
本
4
の
二
箇
所
だ
け
を

あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
頬
那
藝
神
頬
那
美
神
域
は
借
字
に
て
訓
は
和
名
紗
に
頬
和
名
善
良
と
あ

　
　
る
に
依
べ
し
（
再
稿
本
4
・
三
七
刊
本
5
・
四
〇
）
　
　
「
頬
…
豆
州
」
（
字

　
　
鏡
）

　
　
久
々
能
智
神
久
々
は
三
三
和
名
紗
木
具
部
に
茎
和
名
久
木
と
あ
り
字
書

　
　
に
草
木
之
幹
也
と
い
へ
り
（
再
稿
本
4
・
四
一
刊
本
5
・
四
四
）
　
　
「
茎

　
　
…
久
支
」
（
字
鏡
）

　
新
撰
字
鏡
を
参
照
し
う
る
状
況
に
あ
っ
た
ら
、
「
頬
は
…
新
撰
字
鏡
に
頬

真
盛
和
名
妙
に
も
頬
和
名
豆
良
と
あ
る
に
依
べ
し
」
な
ど
と
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。
和
名
抄
を
引
き
な
が
ら
新
撰
字
鏡
を
引
い
て
い
な
い
の
は
、
こ

の
巻
の
原
形
を
執
筆
し
た
時
点
で
新
撰
字
鏡
を
手
元
に
置
い
て
お
ら
ず
、
推

敲
の
過
程
で
の
補
足
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
新
撰
丁
丁

の
引
用
の
あ
り
方
　
　
引
用
の
欠
如
の
あ
り
方
と
言
う
べ
き
か
一
か
ら
は

再
稿
本
4
の
成
立
は
明
和
七
年
九
月
二
九
日
以
前
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
は

な
い
。
よ
り
資
料
に
密
着
し
た
言
い
方
を
す
る
と
、
万
葉
考
購
求
以
後
、
新

撰
字
鏡
書
写
以
前
に
再
稿
本
4
の
原
形
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）
再
稿
本
の
「
一
下
」
を
刊
本
が
「
二
」
に
改
め
た
た
め
、
刊
本
と
再
稿
本
と

　
で
、
巻
数
表
示
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
以
下
、
「
再
稿
本
1
上
（
刊
本
1
）
」

　
な
ど
の
よ
う
に
再
稿
本
と
そ
れ
に
対
応
す
る
刊
本
の
巻
数
を
併
記
し
た
り
、
ま

　
た
は
単
に
「
刊
本
1
」
や
「
再
稿
本
1
上
」
の
よ
う
に
示
す
。
や
や
煩
雑
で
あ

　
る
が
、
混
乱
を
避
け
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。
さ
ら
に
個
々
の
巻
の
分
け
方
も

　
刊
本
と
再
稿
本
で
異
な
り
、
混
乱
を
生
じ
や
す
い
の
で
、
次
に
掲
げ
る
表
で
刊

　
本
と
再
稿
本
の
関
係
を
示
し
て
お
く
。
再
稿
本
の
本
文
と
丁
付
は
、
主
に
本
居

　
宣
長
記
念
館
所
蔵
の
鈴
屋
本
に
よ
る
が
、
鈴
屋
本
で
刊
本
3
に
該
当
す
る
部
分

　
だ
け
は
版
下
稿
本
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
理
図
書
館
所
蔵
の
自
筆
稿
本
（
天
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千葉真也

理
本
）
を
用
い
た
。
ま
た
※
は
巻
末
を
示
す
。

鈴
屋
本
（
二
の
み
天
理
本
）

刊
本
（
括
弧
内
全
集
）

一
上
・
〇
一

一
・
〇
一
（
九
・
〇
三
）

一
上
・
七
三
※

一
・
九
八
（
九
・
六
三
）

一
下
・
〇
一

二
・
〇
一
（
九
・
六
五
）

一
下
・
五
】
※

二
・
六
〇
（
九
・
＝
一
〇
）

二
・
〇
一
「
天
地
初
発
一
時
…
」

三
・
○
一
（
九
・
一
二
こ

二
・
四
七
※

三
・
五
一
（
九
・
一
五
五
）

三
・
〇
一
「
三
三
天
神
一
命
以
三
一
邪
那
岐
命
－
・
」

四
・
〇
一
（
九
・
一
五
七
）

三
・
四
五
※

四
・
四
三
（
九
・
一
八
四
）

四
・
〇
一
「
故
旧
反
回
更
往
廻
天
二
三
柱
・
－
」

五
・
〇
一
（
九
・
一
八
五
）

四
・
五
八
※

五
・
六
三
（
九
・
二
二
三
）

五
・
〇
一
「
故
旧
伊
邪
那
岐
三
三
云
愛
三
三
三
一
命
…
」

五
・
六
三
（
九
・
二
二
三
）

五
・
二
〇
「
於
三
三
相
見
其
妹
三
二
那
美
命
…
」

六
・
〇
一
（
九
・
一
ゴ
ニ
七
）

五
・
六
八
※

六
・
五
三
（
九
・
二
七
〇
）

六
・
一
「
於
是
詔
云
上
瀬
二
瀬
速
…
」

六
・
五
四
（
九
・
二
七
〇
）

六
・
二
四
「
此
時
伊
邪
那
岐
命
大
歓
喜
…
」

七
・
○
　
（
九
・
二
八
七
）

六
・
九
五
※

七
・
八
三
（
九
・
三
三
九
）

七
・
一
「
爾
速
須
佐
之
男
三
白
…
」

八
・
〇
一
（
九
二
二
四
一
）

（
2
）
以
下
、
単
に
全
集
な
ど
と
も
呼
ぶ
。
記
伝
刊
本
、
書
簡
な
ど
の
引
用
は
こ
の

　
全
集
に
よ
る
。
な
お
主
な
文
献
に
つ
い
て
出
所
な
ど
を
示
し
て
お
く
。

　
　
記
伝
の
再
稿
本
は
、
注
一
で
も
述
べ
た
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
（
記
念
館
）

　
所
蔵
の
自
筆
本
（
鈴
製
本
）
に
よ
り
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
栗
田
土

　
満
写
本
（
土
塀
本
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
土
満
本
は
蓬
莱
尚
賢
本
と
本
居
大
平

　
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
り
、
記
伝
刊
本
に
よ
る
加
筆
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

　
の
原
形
は
、
鈴
屋
本
と
区
別
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
両
者
一
致
す
る
場
合
は

　
単
に
再
稿
本
と
称
す
る
。
再
稿
本
は
宣
長
自
身
に
よ
る
訂
正
加
筆
を
有
す
る
が
、

　
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
原
形
を
復
元
し
た
も
の
を
こ
こ
で
は
引
い
て
い
る
。

　
万
葉
集
、
新
撰
字
鏡
、
冠
辞
考
は
記
念
館
所
蔵
の
手
沢
本
に
よ
る
。
そ
れ
以
外

　
は
通
行
の
本
を
使
用
し
た
。

（
3
）
以
下
①
か
ら
順
に
通
説
（
全
集
一
覧
表
の
説
）
の
根
拠
を
あ
げ
、
そ
れ
に
対

　
す
る
岩
田
説
の
要
点
を
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
千
葉
の
私
見
を
加
え
る
。

　
　
①
根
拠
本
居
大
平
「
御
題
字
能
後
旧
記
須
詞
」
他
。
岩
田
隆
「
『
古

　
事
記
伝
』
の
起
稿
と
稿
本
に
関
す
る
一
臆
説
」
（
鈴
屋
学
会
報
　
第
六
号
　
以

　
下
、
岩
田
A
）
に
よ
り
、
明
和
四
年
と
す
る
の
が
妥
当
。

　
　
②
根
拠
『
直
丁
霊
』
奥
書
。
岩
田
隆
「
『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
の
明

　
和
八
年
成
稿
説
に
つ
い
て
」
（
鈴
屋
学
会
報
　
第
七
号
　
以
下
、
岩
田
B
）
の

　
指
摘
の
よ
う
に
不
明
と
す
る
の
が
妥
当
。

　
　
③
根
拠
天
理
本
奥
書
。
岩
田
A
に
よ
る
と
明
和
九
年
九
月
八
日
以
後

　
の
成
立
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
巻
が
存
在
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
と

　
こ
ろ
も
あ
る
。
後
日
、
多
少
の
検
討
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
④
根
拠
箱
園
本
奥
書
。
岩
田
A
の
指
摘
す
る
よ
う
に
う
た
が
わ
し

　
い
。

　
　
⑤
根
拠
再
稿
本
奥
書
。
こ
の
奥
書
は
信
用
し
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ

　
れ
る
。

　
　
⑥
根
拠
明
和
八
年
十
二
月
十
日
付
下
猛
士
毒
手
書
簡
の
「
古
事
伝
五
巻
、

　
か
ら
く
し
て
此
程
か
き
を
へ
候
故
奉
る
也
」
に
よ
る
。
だ
が
尚
賢
な
ど
が
借
覧

　
し
て
書
写
し
て
い
る
の
は
再
稿
本
で
あ
り
、
士
清
の
場
合
も
再
稿
本
を
見
て
い

　
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
岡
田
米
夫
の
「
古
事
書
伝
稿
本
の
基
礎
的

　
研
究
（
上
）
」
（
皇
学
　
第
一
巻
髪
4
号
）
も
、
士
清
が
借
覧
し
た
の
は
浄
書
本

　
と
し
て
い
る
。
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古事記伝浄書再稿本四之巻の成立について

　
　
ま
た
一
覧
表
が
記
伝
刊
本
4
（
再
稿
本
3
）
の
「
脱
稿
」
を
云
々
す
る
の
は
、

　
岩
田
A
に
よ
る
と
倉
野
憲
司
の
岩
波
文
庫
版
古
事
記
伝
解
説
中
の
「
功
程
表
」

　
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
倉
野
は
「
竹
柏
園
の
所
蔵
に
係
る
古
事
記
伝
稿

　
本
の
四
之
巻
の
終
に
、
明
和
四
年
五
月
二
十
六
日
の
日
附
が
あ
る
」
こ
と
を
根

　
拠
と
す
る
。
だ
が
、
岩
田
の
指
摘
の
よ
う
に
「
古
事
記
伝
稿
本
の
四
之
巻
」
の

　
日
附
の
存
在
は
疑
わ
し
く
、
そ
の
う
え
倉
野
の
功
程
表
は
稿
本
と
刊
本
の
巻
数

　
を
混
同
し
て
い
て
ま
す
ま
す
話
が
混
乱
す
る
。

　
　
⑦
根
拠
再
稿
本
奥
書
。
⑦
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
問
題
が
な
い
。

　
結
局
、
明
和
初
年
か
ら
八
年
に
至
る
期
間
は
、
よ
く
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
4
）
岡
田
米
夫
「
古
事
記
伝
稿
本
の
基
礎
的
研
究
（
上
）
」
に
よ
る
。
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